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若山台フリーマーケットに参加 

美しいふるさとをみんなの力で守って行こう 

Ｈ２７年度産米 

 毎年保有米の残数をいくらにするか苦労をします。残しすぎると、９月に新米が取れれば、即、古
米となり、売れません。今年は早い時期に底をつきました。しかし、味夢の里に出店分は年間を通じ
て収めたいと思い多少残しております。もち米も早く売り切れ、お客様にご迷惑をかけました。会員さ
まの知人・友人をご紹介いただき、沢山買っていただきましたことに感謝しております。ありがとうご
ざいました。Ｈ２７産を参考に平成２８年産においては、検討していく所存でございます。 

田植準備時期 

 桜の花が開花、花見もいいが田ごしらえの時期、米価の低迷で、いかに経費節減するか耕運回数
を減らそうかと考えたが手抜きをすれば、作物は許してくれない。オペレータさんには、苦労をかけま
すが、丁寧に作業を進めていただくことにしました。ディスクで秋鍬、春にロータリ、畦つけ、水ため、
ロータリ、ハローで代ズキ、田植、の順番で作業を進めていただく。昨年トラクタを一台導入し、２台で
稼働、一台の時に比較して、作業効率が良い。気分的にも春の農繁期に心の余裕が出来ました。 

 今年の田植は、コシヒカリ６００ａ、羽二重餅２６ａ、京の輝き（酒米）１２６ａ、たちすずか（飼料米） 
１２０ａです。今年の特徴は、餅、酒米を昨年より増加しました。 

 現在、コシヒカリの畦つけとロータリでの耕運が完了しつつあります。畦つけが完了しましたら、水
管理にお世話になる会員さまには、水張作業をよろしくお願いします。早いようですが、一時になりま
すと水不足も考えられますのでよろしくお願い申し上げます。  

 ４月１７日（土）大阪府三島郡島本町若山台さまのフリーマーケットに参加します。若山台のボラン
ティア組織「がんばろう若山台」の依頼で毎年４月と１０月、年２回参加しております。秋は丹波の黒
枝豆、栗、サツマイモ等出し物が沢山ありますが、春は、出し物に苦労します。若山台の皆様方と友
好を図り、お米、黒枝豆等を沢山買っていただいております。フリーマーケットの参加は、商売抜きの
有効を目的としております。会員さまの中で何か出し物がありましたら提供して頂きますようよろしく
お願いします。 

道の駅「味夢の里」 

 道の駅「味夢の里」に沢山のお客様がお見えになっております。ほたるの里では、コシヒカリ２㎏入
りを出店しています。売れ行きはたまに売れるといった状況ですが、京丹波産の野菜、果物が不足し
ているように感じます。せっかくお客様が沢山来られているのに、京丹波の野菜、果物が少ないでは、
申し訳なく思います。ほたるの里でも、何か出店物を考え、道の駅「味夢の里」に協力したい気持ち
でおります。会員さまの中に、出店するものがあれば、ご協力下さい。又、今後、ほたるの里でやって
行ったらどうかと言ったご意見がありましたらお聞かせください。「味夢の里」とほたるの里は距離的
に本当に近く、何か年中を通じて関わって行きたいと考えております。 


